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しか し東南 ア ジ ア儲 国」の 通史は古 くか ら書かれ て い た 。 た とえばおそ ら くi6世紀の 末 に

書か れた と思われ るジ ャ ワの シ ン ゴ サ リ＝ マ ジャ パ ヒ ト王 国の 歴史を扱っ た『パ ラ ラ トン』、

16世紀の 初め に書 き始め られ 、17世紀 の 前半 に現在の 形 に まとめ られた ム ラ カ王 国の 通史
で ある 『ス ジ ャ ラ ・ム ラ ユ 』な どが それ で あ る 。 こ うした通史 は い わば王国の 在 りし 日の 栄
光 を偲 び、そ の栄光 を復活 させ ようとす る こ とを目的 と して書か れた もの と考え られ る が 、

そ の ほか に も王朝の 歴 史 を書 き継い だ通史 もい くつ か 書か れ て い る。

　19世紀の 後に始ま る東南ア ジ ア地域 の植民地化の 過程 で 、 現地で 勤務する ヨ ー ロ ッ パ 人
植民地官僚の なか に は 、 勤務地の 歴 史に興味 を持 ち 、 や がて その 通 史を著す人々 が現 れた 。

それ らの 通史は一
つ に は植民地 宮僚 、 植民地の 企業で 働 くヨーロ ッ パ 入従業員の た めの 教

科書 とい う実用的 な側面もあっ たが 、 同時 に植民地支配 を正 当化す るため の もの で もあ っ

た 。や がて 第二 次世界大戦 が終結 し、こ れ らの 諸国が独立す るよ うに なる と 、
こ う した元植

民地官僚 の なかか ら東南ア ジ ア、ある い はその …
部、ある い は諸国 の 通 史を著す人々 が現

れ た 。 ジ ョ ル ジ ュ
・セデ ス とD ・G ・E ・ホ ール が その 典型で あ る 。 この 時期に なる と 、 こ れ らの

通 史に は植民地支配の 正 当化 とい う色彩 は薄 くな り、
ヨ ー

ロ ッ パ 歴史学の 伝統に則 っ た

オ
ー

ソ ドッ ク ス な歴史叙述 を目指 した もの にな っ た 。 しか し研究 の 発展の 結果 、ホ ール の

よ うに
一

個人 で概説的な通 史を書 くとい う試み は ほ ぼ 放棄 され、概説的 、 入門的 な通史（ミ

ル トン ・オ ズ ボー
ン）か、多数の研究者の 分担執筆に よる通史（ケ ン ブ リ ッ ジ東南ア ジア 史）

とうい う両極分解的現 象が現 れ て い る 。

　独立 した東南 ア ジア 諸国で は こ う した ヨ ー
ロ ッ パ 人研究者 の著 した通 史の 翻訳 が行わ

れ る とと もに 、 政府 、 ない しは公的な性質 を持 っ た編集機関に よる 自国の 通史の編纂・刊行
が行われ る よ うに なっ た 。 さらに こ の 数年は ミ レ ニ ア ム を意識 して 自国の歴史 を回顧する

と ともに、将来 へ の 展望 を展開 しよ うとする試み が なされ て い る 。 その 例 としては『コ ン パ

ス 』紙が その 特集を単行本の 形 に ま とめ た 『ヌ サ ン タ ラ の 1000年』や フ ィ リ ピ ン で 出版 され

た 『フ ィ リ ピ ン 民族 と共和国の 形成』な どを挙 げる こ とが で きる 。

　日本 に おける東南ア ジ ア の 通 史と して は第二 次 世界大戦中に 出版 され た船越康寿の も
の な どは別 として 、

い わ ゆ る 「世界の 歴史」もの の
一

部 と して 出版 され た もの が い くつ か あ

る 。 それ らを眺めて み る と、そ れぞ れの 時期 に お け る東南ア ジ ア史研 究の段 階をよ く反映
してい るこ とが読み 取れ る 。 そ して 近い 将来 に東南ア ジ ア史講座の 刊行が予 定され て い る 。

しか しこ うした 流れの なか に はわ が国の 東南 ア ジ ア史研究 に と っ て 極め て 好ま し くない

傾向が見 られ る こ とは残念 で ある 。 今回の 発表で は こ の 点 に つ い て 指摘する と と もに 、 日
本 と う国に おい て東南ア ジ ア、あ るい はその

一
国 に つ い て の通史を書 くとい うこ とが どう

あ る べ きか に つ い て私 見を開陳 した い
。

通史をつ くる
一

イ ン ドネ シ ア の 事例 か ら一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木 恒之 （東京女子大学）

　1975年、イ ン ドネ シ ア に お い て 、 Sejarah　Naslonal　Indonesia
，全6巻が刊行 され た。 その 完成

度の 高低 は別 に して 、 これ は 独立後初の
、 イ ン ドネシ ア 人 自身の 手にな る通史で ある 。

こ れ

は既 に 195 藍年か ら始 まる 「標準 イ ン ドネシ ア 国 史」作成の 試みの 、一応 の 完成で もあ っ た 。

同年、教育文化省が 、 統
一

的教科書に よ る統
…

的歴史教育が民族精神 ・民族的特性 の 涵養 に

不可欠で ある と考 え、オ ラ ン ダ中心主義史観か らイ ン ドネシ ア 中心主 義史観へ の 転換 を前
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提 に 、 イ ン ドネ シ ア 民族主義に基礎 をお く標準国史の 編 纂を求め たの で あ る 。 そ の完成が

遅れ た の は 、 専 ら 、 近代の 科学的な方法に 基づ く歴 史研究の 訓練 を受けた イ ン ドネシ ア 入

研究者の 不足 に あ っ た 。

　 この 国史が 、種 々 の 意味で イ ン ドネシ ア 民族主義を根底 にお い て い る こ とは 言 うまで も

ない
。 編者の

一一
人 、 サ ル トノ氏 は序文で 、「歴 史を完全 に描写 し、歴史過程 を明 らか にす る た

め 、 イン ドネシ ア民族の 形成 を押 し進め た 諸要 因を鰐明す る」必要を述 べ 、以 下の 諸点の 叙

述 を強調 した 。 （1）イ ン ドネ シ ア 民 族 自身が 毛役 で ある「内側か らの 歴 史］、 （2）社会発展に

影響を与 えた あ らゆ る 諸要因や 諸勢力、（3）貴族 、 武人 の みで な くウ ラ マ や 農民 、 その 他 の

諸社会集団 の 活動、（4）統合 の 原理 を用 い て 時代 ご とに達成 された民族統合の 段階を推 し

量 り、現在の 地 政 的 な
一一
体 性実現 に 向か う発展過程 を描 く。

　 こ の 国史の 主 題が民族統合 に 向か う歴史過程で ある こ とは 明瞭で ある 。 そ こ には 、統合

の 過程 は 、 多様 なエ ス ニ ッ ク集団ある い は 地方社会 を単位 とする統合か ら、民族の そ れ へ

の 進展で あ り、 地方の 歴史が 民族統合との 関係 、 また は それ に果た した役割 にお い て 書か

れ る必要が ある との 認識が 前提 とされ て い る。 ただ し 、
こ れ らエ ス ニ ッ ク 集団や その 文化

は 、イ ン ドネシ ア史へ の 功 績 や寄 与に従 っ て 理 解 され る と共に 、それ ら独 自の 価値 に基づ

い て も理解 され る必 要 があ る こ とも認識 され て い る 。

　対象 とされて い る地 域は 、 基本的 に今 日の イ ン ドネシ ア共和国 の 領域 で あ る。 全体 は 6

巻か ら成 り、 それ らは 、 i．前史 （原 始）時代、2．イス ラム 到 来 まで 、3．イス ラ ム 到来後か ら17

世紀末 まで 、4．1700−19 0年、5．民族運動 （1900 −1942年）、 6．日本占領期か ら196e年代半 ば ま

で 、 をそ れ ぞれ叙述 し、各巻が そ の まま時代 区分 にな っ て い る とみ て よ い
。

　独立後の イン ドネシ アの 現実か ら くる政 治的 要請が 、 「標準国史」作成の み な らず イ ン ド

ネシ ア人 の 歴史研 究 を束 縛 して きた こ とは確か で あ る。 その圧 力の 中で 、 なお 研究の 科学

性、客観性 を求め て 苦闘 して きた こ と も確かで あ る 。 それ は「標準国史」後 、 改めて 地方社 会

の 歴史研究が 強調 され 、そ こ に お ける 、 多様 な理論 方法論 に基づ く科学的・客観的研究の

推進 の 提唱 へ と引 き継が れ て い る 。

　最後 に 、 こうした「標準 イン ドネシ ア国史」作成に み られ る い くつ かの 論点 に関連 させ て 、

私 も執筆 に加わ っ た陳 南 ア ジア史　1且』に つ い て 、「問題提起」で 述 べ られ た事柄に 関 し、 若

干の 言及 をす る こ とに した い
。

「通史」再考 1タイ の 事例 か ら　　　　　　　　石 井 米雄（神田外国語大学）

（1 ）W ．A ．R ．Wood （1926133）には じま り、Rong 　Sayamananda（1973）、　David　K ．Wyatt（1982）、

Xavier　Galiand（1998）に い た る既存の 「タイ国通史」は 、
い ずれ も1924年 、 タ イ歴史学の 祖 と

い わ れ る ダム ロ ン 親王 に よ っ て提 出 され 、 その 後 、 タ イ国の 「公定史観」とな っ た時代的枠

組み に もとつ い て 執筆 され て い る 。 それ は王都の 位置 を も っ て 時代 区分の 指標とす る もの

で あ る 。 ス コ ー タ イ時代 、ア ユ タ ヤ 時代 、 トン ブ リ時代 、ラ タ ナ コ
ー

シ ン （バ ン コ ク）時代が

それで あ る 。

（2 ）こ の 「公定史観」は
、 小 歴 7i2年（135」）の ≧E都 ア ユ タ ヤ 建設 に始 まる 「アユ タヤ王 朝年代

記」を 中核 と し、こ れ に 尠 20年代 に進農 をみ たス コ
ー

タ イ刻文の 解読に よ っ て 明らか に さ

れた「ス コ
ータイーE朝」の 歴 史を前ア ユ タ ヤ時代 と し、「トン ブ リ」「ラ タ ナ コ ーシ ン 」両時代

を こ れ に つ づ ける こ とに よ っ て創 出され た歴史叙述で あ る 。 こ うして 成立 した タ イの 「公
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